
令和５年度環境学習リーダー養成講座 結果報告 

 
１ 概要 

環境に係る様々な分野の専門家や実際に環境保全活動を実践している NPO法人などから、環境学習
に必要な基礎的な知識・学習指導の手法を学び、環境保全活動を地域に広める人材（環境学習リーダ
ー）を育成するために実施した講座です。 

Zoom によるリアルタイム配信及び講義動画の学習管理システム（LMS）によるオンデマンド配信
の併用で実施しました。 

 
２ 日程、テーマ等 

No. 日程 テーマ 内容 講師 
１ 10/5

（木）
AM 

神奈川県の大気・
水環境の現状と
課題について 
 

私たちに身近な大気や水の環境について、
環境基準や県が実施しているモニタリン
グ調査などを紹介するとともに、調査結果
を踏まえて県内の現状や課題をお伝えし
ます。 

前半：神奈川県環境科学
センター環境活動推進
課 
課長 小松 宏昭 
後半：神奈川県環境課 
GL 細川 将洋  

２ 10/5
（木）

PM 

環境化学物質に
関する現状と課
題 ～室内環境か
ら災害事故時ま
で～ 

室内環境など身近に存在する化学物質や
災害事故の際の化学物質管理に関連して、
最新の情報を紹介しながら現状と課題に
ついてお話しします。 

横浜国立大学大学院 
環境情報研究院  准教
授 
三宅 祐一氏 

３ 10/18
（水）

AM 

県の気候変動適
応センターの取
組み 

気候変動適応法に基づき設置された神奈
川県気候変動適応センターの役割や取組
み、主に若年層を対象として作成した気候
変動学習教材の概要やその活用事例をご
紹介します。 

神奈川県気候変動適応
センター 
主査 新井 聡史 
主査 田澤 慧 

４ 10/18
（水）

PM 

実践！環境体験
教室 

環境体験教室を開催する際に必要な準備
や注意点について、環境学習リーダー会で
普段実施している講座をいくつか紹介し
ながらお話します。 

（非営）神奈川県環境学
習リーダー会  代表理
事 
吉岡 嗣二郎氏 

５ 10/29
（日） 

AM 

市民活動につい
て 

ボランティア活動をはじめとする市民の
公益的な活動を支える組織の成り立ちや
運営方法を実例とともに解説し、今後につ
いて考えます。 

（一社）ソーシャルコー
ディネートかながわ 
代表理事 
手塚 明美氏 

６ 10/29
（日） 

PM 

環境学習プログ
ラムの設計に役
立つ基礎理論 

環境教育を通して習得を目指す能力や行
動の理論、学習者の発達段階にあわせたプ
ログラムの設計方法など、より良い環境学
習プログラムを作るために必要な基本的
知識を学びます。 

東京都市大学 
環境学部環境経営シス
テム学科 准教授 
森 朋子氏 



７ 11/12
（日）

AM 

線状降水帯～基
礎研究が生み出
した防災用語～ 

防災用語として定着した「線状降水帯」、日
本各地でしばしば発生する集中豪雨の大
半の原因となっています。本講演では集中
豪雨が近年増加傾向にあること、「線状降
水帯」という用語の由来から発生メカニズ
ムなどを解説します。 

気象庁気象研究所 
台風・災害気象研究部 
部長 
加藤 輝之氏 

８ 11/12
（日） 

PM 

伝える情報から
伝わる情報にし
て、行動につなげ
よう 

各種リサイクル法における消費者の役割、
プラスチック資源循環の最新情報、ゼロカ
ーボンアクション、サーキュラーエコノミ
ー等を、わかり易く解説。トラブル急増の
リチウムイオン電池は３分動画で情報提
供します。 

（非営）持続可能な社会
をつくる元気ネット 
理事長 
鬼沢 良子氏 

９ 11/21
（火）

AM 

食品ロスの現状
と課題・削減に向
けた取組につい
て 

食品ロスは生産、製造、販売、消費等の各
過程で発生し、その削減には事業者、県民
がこの問題を自分事として捉え、行動する
ことが必要です。そこで、食品ロスの現状
と課題、県の施策のほか、削減に向けた具
体的な取組等について講義します。 

神奈川県資源循環推進
課 
副技幹 丹羽 太一 

10 11/21
（火）

PM 

はじめの一歩を
踏み出そう！み
んなで護る葛葉
緑地の自然 

自然と楽しくつきあいながら保全に関わ
っていくはじめの一歩を踏み出すには？
かながわのナショナル・トラスト第１号で
ある葛葉緑地の自然や、拠点施設くずはの
家とそこで活躍するボランティアの活動
をご紹介します。 

秦野市環境共生課くず
はの広場 指導員 
手塚 真理氏 

 

（１） リアルタイム配信 
令和５年 10 月５日(木)、18 日(水)、29日(日)、11月 12日(日)及び 21日(火)の各日 2回の講
義を開催 午前 10時～12時、午後 2時～4時 

（２） オンデマンド配信 
令和４年 10 月 17 日(火)、27 日(金)、11 月８日(水)、22 日(水)及び 12 月１日(金)より配信開
始、令和６年１月８日(月)配信終了。 

 
３ 受講者数、修了者数 

 リアルタイム配信受講者数 59名（/100名中） 
 オンデマンド配信受講者数 73名（/100名中） 
 全受講者数 91名（/100名中） 
 修了者数（8講義以上受講した受講者） 60名 

⇒修了者の中で希望された方の指導者情報をホームページ上で公開しています。 
https://www.pref.kanagawa.jp/docs/b4f/kankyougakushu/leader.html 

 



４ アンケート結果 

（１） 「受講者の属性のアンケート」回答数 95（部分的未回答のものも含む） 
（１）年代 （２）職業 

 
 

（３）講座を何で知りましたか（複数回答可） （４）環境保全活動について 

 
 

（５）希望の参加方法 （６）希望のリアルタイム配信の時間帯（複数回答
可） 
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（７）やっている、やってみたい活動（複数回答
可） 

 
 

（２）「講義ごとのアンケート」 回答数 481（延べ数） 
講座の内容はいかがでしたか？（各回） 
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